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善
意

　
　
　
　  

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
敬
称
略
）

■
金
銭
預
託

▽
町
へ

・ 

株
式
会
社
安
井
測
量
設
計
事
務
所
（
安
井

真
佐
子
代
表
）　　
　
　
　
　

 

＝
10
万
円

■
物
品
等

▽
町
へ

・
鹿
追
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
西
科
隆
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
そ
り
８
台

・
斎
藤
吾
朗

　

＝
絵
画
「
長
滝
の
延
年
・
花
奪
い
祭
り
」

▽
福
祉
団
体
へ

・
木
俣
君
子　
　
　

   

＝
古
切
手
４
５
０
枚

今
月
の
表
紙

　

表
紙
の
写
真
は
、
１
月
13
日
に
行
わ
れ
た

「
平
成
25
年
鹿
追
町
成
人
記
念
式
典
」
の
様

子
で
す
。

　

色
鮮
や
か
な
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
姿
の
新

成
人
は
緊
張
し
た
表
情
で
式
に
臨
み
、
大
人

の
仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。
式
典
後

は
、
お
茶
会
に
参
加
す
る
な
ど
、
思
い
思
い

に
人
生
の
節
目
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

町民課  戸籍年金窓口係

戸 籍 の 　 　 　 口

12 月 受 付 分

結 いついつまでも
　　おしあわせに

該当なし

婚

こんにちは
　　よろしく

大野　空
そ ら や

哉くん　　浩史　笹川中班

菅原悠
ゆ き と

樹斗くん　　佑輔　北鹿追南班

下山香
か り な

里菜ちゃん　祐毅　美蔓南班

鈴木　絆
は ん な

菜ちゃん　健志　笹川北班

鈴木　陽
は る と

大くん　　伸夫　青葉区

生

窓

お名前が旧字体などの場合、常用漢字で記載させて
いただく場合がありますのでご了承ください。

人  の  う  ご  き
　　　　　　　　　　  12月末現在
　　　　　　　　　　  （対前月比）

　世　帯　　2,433戸  （−   2）
　人　口　　5,619人  （−   8）
　　男　　　2,767人  （＋   6）
　　女　　　2,852人  （− 14）

エ
ッ
セ
イ

　
頭
痛
と
無
気
力
が
三
日
間
程
続
い
て
、
所
謂
こ
れ
が
熱
中
症
か
と
、
自

己
診
断
し
て
は
、
だ
ら
け
て
い
た
。

　
そ
ん
な
私
に
、
夫
か
ら
苫
小
牧
で
も
行
っ
て
、「
四
十
年
前
を
懐
か
し

む
一
日
」
に
、
し
て
み
な
い
か
と
誘
っ
て
も
ら
い
、
乗
り
気
に
な
っ
た
。

　
車
の
中
は
、
当
時
の
あ
ん
な
事
、
こ
ん
な
事
、
笑
い
っ
ぱ
な
し
、
熱
中

症
は
ど
こ
へ
や
ら
…
…
。

　
日
立
駅
を
発
つ
時
、「
今
生
の
別
れ
」
の
よ
う
に
思
っ
て
、
泣
き
泣
き

苫
小
牧
へ
着
い
た
事
。

　
社
宅
へ
向
か
う
バ
ス
は
、
昨
夜
の
別
れ
を
引
き
ず
っ
て
、
皆
だ
ま
っ
た

ま
ま
、
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
話
し
た
。

　
市
街
地
の
住
宅
は
、
屋
根
が
赤
や
青
、
緑
色
な
ど
カ
ラ
フ
ル
、
そ
し
て

煙
突
が
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
と
、「
ま
る
で
童
話
の
世
界
み
た
い
。」
が
、
小
六

と
小
二
の
娘
の
感
想
、
早
く
も
楽
し
い
夢
を
見
始
め
た
。

　
家
並
み
か
ら
垣
間
見
る
と
、
地
球
儀
の
お
化
け
み
た
い
な
物
体
、
長
方

形
も
あ
り
、
何
だ
ろ
う
と
疑
問
に
。
後
か
ら
灯
油
タ
ン
ク
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
。

　
北
海
道
の
生
活
を
知
ら
な
過
ぎ
、
と
い
う
余
り
に
も
恥
ず
か
し
い
、
笑

い
話
だ
。

　
越
冬
用
野
菜
を
沢
山
買
い
込
ん
で
、
全
部
凍
ら
せ
た
こ
と
、
二
人
の
想

い
出
話
は
尽
き
な
い
。

　
あ
の
社
宅
は
、
形
跡
も
無
く
、
其
処
に
は
個
人
住
宅
が
数
件
並
ん
で
あ
っ

た
。

　
団
地
の
小
学
校
は
、
四
十
年
前
の
建
築
だ
。

　
皆
で
植
樹
し
た
玄
関
前
の
一
位
の
木
は
、
見
事
な
立
ち
姿
で
会
う
こ
と

が
出
来
、
感
無
量
で
見
上
げ
た
。

　
膝
く
ら
い
の
小
さ
な
木
が
、
街
路
樹
と
な
っ
て
、
生
い
茂
り
、
年
月
の

隔
り
を
実
感
す
る
。

　
現
在
、
鹿
追
町
民
で
あ
る
こ
と
も
、
あ
の
時
の
、
転
勤
が
切
っ
掛
け
だ

か
ら
、
人
生
の
成
り
行
き
に
、
計
り
知
れ
な
い
不
思
議
な
縁
を
、
考
え
さ

せ
ら
れ
る
。

　「
あ
り
が
と
う
。」
夫
に
言
っ
て
、
一
日
終
え
た
。

あ
れ
か
ら
四
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
川
　
　
遠
藤
　
早
智
子

冬
ざ
れ
の
午
後
に
誰
か
に
似
た
背
中

　
　
　
　
　
　
瞳
そ
ら
さ
ず
追
う
ガ
ラ
ス
越
し
　
　
　
　
　
尾
上
ひ
と
み

初
日
の
出
一
年
の
無
事
祈
り
つ
つ

　
　
　
　
　
　
寒
さ
に
耐
え
て
暫
し
見
つ
め
し
　
　
　
　
　
佐
藤
　
悦
子

冷
え
冷
え
と
ひ
と
日
過
ぎ
し
ぬ
オ
リ
オ
ン
も

　
　
　
　
　
　
月
も
冴
え
冴
え
中
天
に
あ
り
　
　
　 

　
　  

矢
萩
　
悦
子

は
つ
春
に
至
福
に
浸
り
姪
真
由
香

　
　
　
　
　
　
太
志
と
う
名
の
嬰
児
抱
き
て
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
利
子

短
歌
会
詠
草

中
天
に
太
陽
お
き
て
地
吹
雪
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
秋
と
も
女

ハ
ン
ド
ル
も
心
も
萎
え
し
凍
し
路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
サ
ツ
キ

細
き
目
を
猶
細
め
て
も
雪
眩
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
村
多
寿
子
　

農
業
に
嫁
ぎ
て
傘
寿
木
の
葉
髪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
辺
み
さ
を

四
季
の
会

竜
天
に
登
る
気
配
や
初
春
そ
こ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
龍
太

素
晴
ら
し
い
真
っ
赤
に
燃
え
る
初
日
の
出
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
末
子

初
春
や
変
る
こ
と
な
き
道
を
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
沼
　
絃
一

初
春
の
月
高
く
し
て
音
も
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
　
廣
行

鹿
笛
吟
社

24

手
袋
や
夜
毎
繕
う
戦
時
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
和
夫

餅
焼
い
て
風
吹
く
夜
は
寝
る
ば
か
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
俣
　
君
子

搗
き
た
て
を
の
ぞ
む
長
蛇
の
餅
の
列
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
朝
子

白
寿
大
学
俳
句

あなたの声をまちづくりに！
〜 やまびこメール 〜

ご意見・ご要望をお寄せください
　皆さまがまちづくりに対して、日ごろ感じていること

（提言・要望など）をお寄せください。すべてのメッセー
ジは町長が開封します。
　なお、記名のものにはその趣旨を確認することもできま
すが、匿名メールには確認や回答することができません。
貴重な声として今後の町づくりに生かしてまいります。
　寄せられたメールの一部は「広報しかおい」で紹介さ
せていただきますが、年齢・性別のみの掲載とします。

■ 広報で原則的に紹介しない事例

　１. 匿名のもの　２. 個人的問い合わせ　３. 誹謗・ 
　中傷　４. 公共性の薄いもの　など

■「やまびこメール」の送り先

　郵　  便　 定期的に広報しかおいに折り込まれる用紙
に記入し、投函してください。

　Ｆ Ａ Ｘ　0156（66）1020

　メ ー ル　 町ホームページ「やまびこメール」バナー
をクリックし投稿フォームに入力してくだ
さい。

企画財政課 広報広聴係

出

ごめいふくを
　　お祈りします

日下　雅子さん   44歳　新光１区

岡野　道子さん   75歳　花園区

末永　愛子さん   86歳　光東２区

山木　ふくさん   85歳　中央１区 

松浦　恒雄さん   82歳　美蔓北班

冨名　昭英さん   70歳　新生１区

亡
死

広報しかおい 2013.2広報しかおい 2013.2


